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クラブ 1 団体に所属し，地域の転倒予防を目的とした健康教室を受講した経験がある 72～90 歳までの









る尺度を開発した。第 2 章の研究結果および先行研究の内容を参考にして転倒対処方略 20 項目を独自
に作成した。A 市選挙管理委員会の承諾を得て選挙人名簿抄本より 65 歳以上の高齢者 2000 名を無作為









第 4 章では Lazarus のストレス－対処理論におけるストレス認知評価（一次評価および二次評価）
の関係性と精神的健康への影響に着目して，地域在住高齢者における転倒の対処方略の転倒ストレスへ
の緩衝効果を検証した。第 3 章と同一の調査で収集したデータから条件にあう 363 名を対象として，転




















































審査の過程では，第 3 章の転倒対処方略の尺度開発と第 4 章の転倒対処方略の転倒ストレスへの緩衝効
果の検証で使用したデータが同一の調査により収集されたものであることの論文中の説明が不十分であるとの
指摘があり，一部に追加修正を求められた。しかし，高齢者の転倒という分野にストレス理論が適応できることを
実証し，従来より地域で推進されている高齢者への転倒予防対策に，当事者である高齢者の転倒に対する
心理的ストレスを考慮する必要性があることを明らかにしたこと，当事者自身が転倒に向き合い対処す
るという新たな転倒へのアプローチを提示したことは，従来の高齢者の転倒研究に新風をもたらすもの
であると評価された。高齢者の転倒恐怖感の曖昧性に着目した研究設定，また現象にストレス‐対処理論を援
用した独創性，今後の転倒支援対策への発展性について意義あるものと判定された。以上より，本論文は，本
学学位規定に定める博士（看護学）の学位を授与することに値するものであり，申請者は看護学における研究
活動を自立して行うことに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め，論文審査および最終試験に合
格と判定した。 
 
